
今月の日本語教室は「防災VR・AR体験会」を開催 

～災害の疑似体験を通じた日本語習得と防災意識の向上を図る～ 

 

  
  
 
◇市内在住外国人を対象に年間全12回開催している日本語教室「はじめての日本語ひろば」

を、今月は、防災月間にちなみ「防災」をテーマに開催する。 
 
◇参加者には、火災や地震、浸水などの災害時の状況をVR・ARを用いたリアルな疑似体験を

経験していただき、体験後、日本語サポーターと体験をとおして感じたことや、災害への備え、

避難等について日本語を使って対話しながら学ぶ。 
 
◇本事業は、「あいおいニッセイ同和損害保険（株）」との連携協定に基づいた事業の一環とし

て実施する。 
 

ふくろい 


